
クリスティン・パイパー×川村一之

731部隊を語る
■731部隊の母体となった
防疫研究室に身を置いた
医師の数奇な運命を描いた
作品『暗闇の後で』でオース
トラリア文学賞を受賞したク
リスティン・パイパー。
■新宿区の人骨問題に取
り組み「満洲事変」から731
部隊が細菌戦を開始するま
でを著書 『七三一部隊
1931-1940』にまとめた元新
宿区議の川村一之。
■クリスティンと川村が対談
し、731部隊を語りつくす。

日時：2024年8月17日（土） １３：３０～１６：００ （開場13：15）

会場：武蔵野商工会館（4階ゼロワンホール）
東京都武蔵野市吉祥寺本町1-10-7 TEL 0422-22-3631

ＪＲ中央線吉祥寺駅下車 北口 徒歩5 分

参加費：５００円
当日先着８０名

連絡先080-6602-2913（鳥居）
Ｅメール  jinkotsu731@yahoo.co.jp

８・１７ 戦後７９年特別企画

『暗闇の後で』翻訳者の北條正司・高知大学名誉教授の話も 通訳は片桐朋子さん

主催団体：「むさしの科学と戦争
研究会」・「軍医学校跡地で発見さ
れた人骨問題を究明する会」・７３
１ネットワーク



（あらすじ）東京帝国大学医学部出身の俊英・茨木智和は、陸軍軍医学校に開設された新たな研究部門の門を叩く。そ
こは、忠誠心と思慮分別が何より求められる科学発展の最前線だった。防疫研究室での機密下での仕事は、次第に彼の
精神を蝕み、その苦悩を知る由もない妻との関係は、崩壊に向かって進んでいく。すべてを失った茨木がたどり着いたの
は、西豪州ブルームの「真珠ダイバー」たちのためにつくられた日本人病院の医師の椅子だった。誰にも明かせない「暗
闇」を抱えたまま、なんとか現実と折り合いをつけて生きる茨木の元に届いた真珠湾攻撃の報せは、彼を敵性外国人とし
て収容所に送り込む。そこで直面した様々な人間模様は、茨木の現在、過去、そして未来を変えていった――

暗闇の後で 豪州ラブデー収容所の日本人医師
クリスティン・パイパー 著 北條 正司 訳
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誰にも話せない「暗闇」が、私の運命を翻弄した

731部隊と繋がる防疫研究室で石井四郎の部下として働いた医師、茨木智和。
最高機密の下で目の当たりにした数々の事実により、彼は愛する人を失い、人
生は流転を始める。
たどり着いた地・オーストラリアで開戦を境に“敵”となった彼は、強制収容所での
日々を通じ、どう「暗闇」と向き合ったのか――
日豪にルーツを持つ作家が描く、戦時下のエリート医師の苦悩と決意
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